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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

第
一
編

通
則

第
一
編

通
則

第
一
章
～
第
五
章
の
二

（
略
）

第
一
章
～
第
五
章
の
二

（
略
）

第
六
章

健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
措
置

第
六
章

健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
措
置

第
一
節

作
業
環
境
測
定
（
第
四
十
二
条
の
三
䢣
第
四
十
二
条
の
六
）

第
一
節

作
業
環
境
測
定
（
第
四
十
二
条
の
三
・
第
四
十
二
条
の
四
）

第
一
節
の
二
～
第
四
節

（
略
）

第
一
節
の
二
～
第
四
節

（
略
）

第
六
章
の
二
～
第
十
章

（
略
）

第
六
章
の
二
～
第
十
章

（
略
）

第
二
編
～
第
四
編

（
略
）

第
二
編
～
第
四
編

（
略
）

附
則

附
則

（
法
第
六
十
五
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
き
）

第
四
十
二
条
の
五

法
第
六
十
五
条
の
三
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

（
新
設
）

と
き
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

有
機
溶
剤
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
六
号
。

以
下
「
有
機
則
」
と
い
う
。
）
第
二
十
八
条
の
三
の
二
第
四
項
柱
書
（
特

定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
九
号
。

以
下
「
特
化
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
六
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
、
鉛
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十

七
号
。
以
下
「
鉛
則
」
と
い
う
。
）
第
五
十
二
条
の
三
の
二
第
四
項
柱
書

、
特
化
則
第
三
十
六
条
の
三
の
二
第
四
項
柱
書
又
は
粉
じ
ん
則
第
二
十
六

条
の
三
の
二
第
四
項
柱
書
に
規
定
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
労
働
者
の
身
体

に
装
着
す
る
試
料
採
取
機
器
を
用
い
て
測
定
を
行
う
と
き
。

二

有
機
則
第
二
十
八
条
の
三
の
二
第
五
項
柱
書
（
特
化
則
第
三
十
六
条
の

五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
鉛
則
第
五
十
二
条
の
三
の
二

第
五
項
柱
書
、
特
化
則
第
三
十
六
条
の
三
の
二
第
五
項
柱
書
又
は
粉
じ
ん

則
第
二
十
六
条
の
三
の
二
第
五
項
柱
書
に
規
定
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
労

働
者
の
身
体
に
装
着
す
る
試
料
採
取
機
器
を
用
い
て
測
定
を
行
う
と
き
。
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三

特
化
則
第
三
十
八
条
の
二
十
一
第
二
項
又
は
第
四
項
に
規
定
す
る
と
き

。
（
法
第
六
十
五
条
の
三
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
き
）

第
四
十
二
条
の
六

法
第
六
十
五
条
の
三
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

（
新
設
）

と
き
は
、
有
機
則
第
二
十
八
条
の
三
第
二
項
若
し
く
は
第
二
十
八
条
の
三
の

二
第
三
項
（
特
化
則
第
三
十
六
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
、
鉛
則
第
五
十
二
条
の
三
第
二
項
若
し
く
は
第
五
十
二
条
の
三
の
二
第
三

項
、
特
化
則
第
三
十
六
条
の
三
第
二
項
若
し
く
は
第
三
十
六
条
の
三
の
二
第

三
項
又
は
粉
じ
ん
則
第
二
十
六
条
の
三
第
二
項
若
し
く
は
第
二
十
六
条
の
三

の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
と
き
と
す
る
。

（
令
第
二
十
三
条
第
十
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
所
）

（
令
第
二
十
三
条
第
十
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
所
）

第
五
十
二
条
の
二
十
二

令
第
二
十
三
条
第
十
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

第
五
十
二
条
の
二
十
二

令
第
二
十
三
条
第
十
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
場
所
は
、
屋
内
作
業
場
等
（
屋
内
作
業
場
及
び
有
機
則
第
一
条
第
二
項
各

る
場
所
は
、
屋
内
作
業
場
等
（
屋
内
作
業
場
及
び
有
機
溶
剤
中
毒
予
防
規
則

号
に
掲
げ
る
場
所
を
い
う
。
）
と
す
る
。

（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
六
号
。
以
下
「
有
機
則
」
と
い
う
。
）

第
一
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
場
所
を
い
う
。
）
と
す
る
。

（
計
画
の
届
出
等
）

（
計
画
の
届
出
等
）

第
八
十
六
条

（
略
）

第
八
十
六
条

（
略
）

２

特
化
則
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
を
し
た
者
が
行
う
別
表

２

特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
九
号

第
七
の
十
六
の
項
か
ら
二
十
の
三
の
項
ま
で
の
上
欄
に
掲
げ
る
機
械
等
の
設

。
以
下
「
特
化
則
」
と
い
う
。
）
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請

置
に
つ
い
て
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
要
し
な
い

を
し
た
者
が
行
う
別
表
第
七
の
十
六
の
項
か
ら
二
十
の
三
の
項
ま
で
の
上
欄

も
の
と
す
る
。

に
掲
げ
る
機
械
等
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
届
出
は
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
様
式
の
任
意
性
）

（
様
式
の
任
意
性
）

第
百
条

法
に
基
づ
く
省
令
に
定
め
る
様
式
（
様
式
第
十
一
号
、
様
式
第
十
二

第
百
条

法
に
基
づ
く
省
令
に
定
め
る
様
式
（
様
式
第
十
一
号
、
様
式
第
十
二

号
、
様
式
第
二
十
一
号
の
二
の
二
、
様
式
第
二
十
一
号
の
七
、
鉛
則
様
式
第

号
、
様
式
第
二
十
一
号
の
二
の
二
、
様
式
第
二
十
一
号
の
七
、
鉛
中
毒
予
防

三
号
、
四
ア
ル
キ
ル
鉛
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十

規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
七
号
。
以
下
「
鉛
則
」
と
い
う
。
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八
号
。
以
下
「
四
ア
ル
キ
ル
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
三
号
、
特
化
則
様
式

）
様
式
第
三
号
、
四
ア
ル
キ
ル
鉛
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省

第
三
号
、
高
気
圧
作
業
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十

令
第
三
十
八
号
。
以
下
「
四
ア
ル
キ
ル
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
三
号
、
特

号
。
以
下
「
高
圧
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
二
号
、
電
離
則
様
式
第
二
号
及

化
則
様
式
第
三
号
、
高
気
圧
作
業
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省

び
様
式
第
二
号
の
二
、
石
綿
則
様
式
第
三
号
並
び
に
除
染
則
様
式
第
三
号
を

令
第
四
十
号
。
以
下
「
高
圧
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
二
号
、
電
離
則
様
式

除
く
。
）
は
、
必
要
な
事
項
の
最
少
限
度
を
記
載
す
べ
き
こ
と
を
定
め
る
も

第
二
号
及
び
様
式
第
二
号
の
二
、
石
綿
則
様
式
第
三
号
並
び
に
除
染
則
様
式

の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
と
異
な
る
様
式
を
用
い
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な

第
三
号
を
除
く
。
）
は
、
必
要
な
事
項
の
最
少
限
度
を
記
載
す
べ
き
こ
と
を

い
。

定
め
る
も
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
と
異
な
る
様
式
を
用
い
る
こ
と
を
妨
げ
る
も

の
で
は
な
い
。


